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評価 改善策
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３　家庭との連携による基本的な生活リズムの定着とメディアとの付き合い方の指導の強化
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令和５年度　学校評価　自己評価書（１学期）

・学習のしつけの仕方をもう一度見直し，躾
ができるようにする。指示が通りにくい児童
が２，３人いて，次第に周りの児童の規律
が緩んでいった。
・２年生でも１人１台タブレットになったた
め，活用が授業の中で図れるようになって
きた。（考えの比較・共有）
・テストを返却するのが遅かった。学習の
定着のためにも，2学期以降返却⇒復習⇒
定着の流れをしっかりつくりたい。
・学習のしつけの仕方、クラスづくりをもう一
度見直し，自分たちでできるようにする。指
示が通りにくい児童が１～２人いて，それに
便乗する児童もいた。

１ 基本的な学習のしつけの定着 （学期始めの重点指導）
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３　ＩＣＴ機器を活用し，自分の学びを表現し，対話や交流で考えを深めることができる授業づ
くり

４　基礎・基本的事項の確実な定着（テスト直し，ＮＲＴ分析・Webシステム問題等での習熟）

５　発達段階に応じた家庭学習についての具体的指導

２　課題と改善策
評価の観点

２　子供が見通しをもって学習し，自分の学びを振り返る授業づくり

１　学校の重点目標
１　学校保健・学校安全の取組を継続・充実し，校外での安全（交通事故等防止，防犯，防災）の取組も強化する。（病院受診のけが減少）
２　学校・学級への適応が難しい子供に対してチームとして対応し改善を図る。（特別支援教育や家庭での生活習慣の定着の視点から）
３　立腰指導や継続的な体力つくりを通して体幹や柔軟性等を高める。
４　相手・時・場に応じた「語先後礼」での挨拶や自分・相手を大切にする言動（アサーション）ができるようにし，自他の成長を実感させる。（キャリ
ア・パスポートの活用）
５　ＩＣＴ機器や図書館の本等を有効に活用した主体的な学びや「学校の新しい生活様式」を踏まえた対話・交流活動を通して，将来に生きてはた
らく学力（思考力・表現力，学びに向かう力等）を高める。

３　次学期に向けての取組
○　学習のしつけについて，再度学校全体で確認し，「学びに向かう力」を向上させる取組を共通実践する。
○　タブレットの活用について，職員同士で研修を深める。
○　地域行事，あいご会行事への協力体制を強化し，児童へ参加を勧める。

・むし歯治療について，保護者への連絡・
確認を行いたい。
・トイレ掃除は、連携して取り組むことがで
きた。

１ 学級でのよさの認め合い，校内表彰，外部作品展への挑戦・称賛，キャリアパスポートの
活用による自己肯定感の高揚

２　いじめ・不登校の早期発見とチーム対応（定期的なアンケート実施と心の教育推進委で
の共有）う
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４　教科体育における準備・整理運動の工夫と体力を高める指導

５　「もくもく・すみずみ・ぴかぴか」清掃活動の指導・見届けと緑化活動の充実

４　ＪＲＣ精神に基づいたボランティア活動の推進

５　量と質を大切にした心を豊かにする読書指導の充実

３　人権同和教育の計画的推進と「考え議論する」道徳科授業の推進

保護者へ学年・学級経営に係る具体的な取組内容及び評価の説明に努めた（学級PTAの工
夫・充実）

１ 学校の新しい生活様式による感染症予防とむし歯治療率の向上

２　セーフコミュニティモデル校としての取組の継続（子供の主体的活動の重視）と校外の事
故防止への指導の充実

校内研修に積極的に参画し，その成果を日常的に生かすことができた

学年や教科・領域部で情報共有し，チームとして分担しながら校務を進めた

１Tｒｙを意識し，自ら働き方改革に取り組んだ

★学期に１～２回は職員体育を計画してほしい。

学校だより，学年通信，学級通信，ホームページ・ブログ等による情報提供に努めた

地域行事，あいご会行事へ積極的に参加・協力した

地域人材や郷土に関する教材・資料の積極的活用に努めた

校
務
・
服
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服務規律の厳正確保に努め，事故や不祥事を起こさないような行動を心がけることができ
た。


